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心
の
す
が
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こ
ろ
の
形



癸卯
の

はなし

令
和
５
年
!
２
０
２
３
"

の
干
支
は
十
干
が
#
癸
$

十
二
支
が
#
卯
$
と
な
り

組
み
合
わ
せ
る
と
%
癸
卯
&

と
な
り
ま
す
。

十
干
十
二
支
に
は
五
行
と

言
わ
れ
る
#
木
・
火
・
土
・

金
・
水
$
の
五
つ
の
性
質
が

あ
り
、
癸
は
水
、
卯
は
木
、

の
性
質
を
持
ち
ま
す
。

こ
の
水
と
木
の
組
み
合
わ

せ
は
#
相
性
$
と
言
わ
れ
る

組
み
合
わ
せ
で
、
吉
と
さ
れ

る
関
係
性
と
な
り
ま
す
。

☆
大
地
を
潤
す
雨

癸
は
大
地
を
潤
す
恵
み
の

雨
や
霧
な
ど
の
イ
メ
ー
ジ
で

す
。
一
方
で
卯
は
温
厚
さ
や

従
順
さ
を
意
味
し
ま
す
。

こ
の
二
つ
の
性
質
を
併
せ

持
つ
癸
卯
は
さ
っ
ぱ
り
と
し

た
落
ち
着
き
と
面
倒
見
の
良

さ
が
特
徴
的
な
干
支
で
す
。

飛
躍
と
発
展
の
年

実
り
多
い
春
が
や
/
て
く
る

た
だ
一
方
で
は
、
さ
っ
ぱ

り
と
物
事
を
見
る
為
に
細
か

い
と
こ
ろ
を
見
逃
し
て
し
ま

う
大
雑
把
さ
が
出
て
し
ま
う

の
も
特
徴
の
一
つ
だ
と
言
え

ま
す
。

し
か
し
、
芯
に
も
表
面
に

景
気
が
好
転
、
回
復
す
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
卯
の
語
源
は
#
茂
$

で
、
草
木
が
地
面
を
覆
い
尽

く
し
、
冬
の
門
を
押
し
開
い

て
春
の
陽
気
が
外
へ
飛
び
出

す
イ
メ
ー
ジ
も
あ
り
ま
す
。

も
明
る
さ
の
あ
る
干
支
で
す

か
ら
、
そ
の
大
雑
把
さ
が
悪

い
印
象
を
与
え
る
こ
と
は
な

い
で
し
ょ
う
。

☆
卯
が
跳
ね
て
景
気
回
復

金
融
の
世
界
で
は
兎
が
跳

ね
る
動
物
で
あ
る
こ
と
か
ら

%
癸
卯
&
と
は
成
長
や
飛
躍

の
為
の
努
力
が
十
分
に
実
り

根
吹
き
始
め
る
干
支
で
す
。

準
備
万
端
な
人
は
良
い
ス

タ
ー
ト
を
、
準
備
が
不
足
し

て
い
る
人
は
年
の
初
め
か
ら

努
力
を
重
ね
、
年
内
に
大
き

な
花
を
咲
か
せ
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

令和５年
運勢鑑定



干
支
九
星
吉
凶
予
報

星
の
神
様
妙
⾒
く
ん
に
聞
い
た

来
年
2
⽉
ま
で
の

予
報
だ
よ

妙⾒くん ©

大

吉
・
・
巳
%
酉

五
黄
殺
・
・
南
西

吉

・
・
子

暗
剣
殺
・
・
北
東

凶

・
・
未
%
戌
%
午
%
辰

月

破
・
・
南
西

巳
と
酉
は
節
分
を
過
ぎ
た
ら
金
運
ア
D
プ
の
大
チ
H
ン
ス
K
だ
け
ど
%
酉

の
人
は
年
の
干
支
S
卯
U
の
影
響
を
強
く
受
け
る
か
ら
無
理
は
禁
物
K

未
%
戌
の
人
は
病
気
に
注
意
K

令和５年度厄年早⾒表（数え年） 
  前  厄  本  厄  後  厄  

男の厄年  

２４歳（⾠） 
平成１２年⽣  

２５歳（卯） 
平成１１年⽣  

２６歳（寅） 
平成１０年⽣  

４１歳（亥） 
昭和５８年⽣  

４２歳（戌） 
昭和５７年⽣  

４３歳（⾣） 
昭和５６年⽣  

⼥の厄年  

１８歳（戌） 
平成１８年⽣ 

１９歳（⾣） 
平成１７年⽣ 

２０歳（申） 
平成１６年⽣ 

３２歳（申） 
平成４年⽣  

３３歳（未） 
平成３年⽣  

３４歳（午） 
平成２年⽣  

環厄    
（男⼥）  

６０歳（⾠） 
昭和３９年⽣  

６１歳（卯） 
昭和３８年⽣  

６２歳（寅） 
昭和３７年⽣   

令和５年度吉凶早⾒表（令和５年２⽉４⽇〜令和６年２⽉３⽇まで）  
〇⽅位除け御札の星（運勢の弱い星）： ⼀⽩⽔星・七⾚⽊星 
⼀⽩⽔星：S11 年、20 年、29 年、38 年、47 年、56 年、H２年、11 年、20 年、29 年 
七⾚⾦星：S14 年、23 年、32 年、41 年、50 年、59 年、H５年、14 年、23 年、R２年 
〇歳破殺除け御札の星（物事がうまくいかない星）：六⽩⾦星 
六⽩⾦星：S15 年、24 年、33 年、42 年、51 年、60 年、H6 年、15 年、24 年  
〇⼋⽅塞がり除け御札の星（特に満 36 歳と満 72 歳は要注意）： 四緑⽊星 
四緑⽊星：S８年、17 年、26 年、35 年、44 年、53 年、62 年、H８年、17 年、26 年 
〇除厄開運御札の星（困難が付きまとう星）： 九紫⽕星 

九紫⽕星：S12 年、21 年、30 年、39 年、48 年、57 年、H３年、12 年、21 年、30 年  
〇運気隆昌御札の星（⼀年が半凶・半吉の星）：五⻩⼟星 
五⻩⼟星：S７年、16 年、25 年、34 年、43 年、52 年、61 年、H７年、16 年、25 年 
○暗剣殺除け御札の星（他動的に攻撃される星）三碧⽊星 
三碧⽊星：S9 年、18 年、27 年、36 年、45 年、54 年、63 年、H９年、18 年、27 年 
〇開運招福御札の星（⼀年運気好調の星）：・・・⼆⿊⼟星・⼋⽩⼟星 

⼆⿊⼟星：S10 年、19 年、28 年、37 年、46 年、55 年、H 元年、10 年、19 年、28 年 
⼋⽩⼟星：S13 年、22 年、31 年、40 年、49 年、58 年、H４年、13 年、22 年、R 元年  
※１⽉１⽇から２⽉３⽇までの⽣まれは前年⽣まれとなります。ご注意下さい。   

丑月

辰
と
申
は
S
三
合
U
の
関
係
と
な
り
大
吉
K
家
庭
を
大
事
に
す
る
と
運
気

が
好
転
す
る
よ
K
午
は
S
対
沖
U
%
卯
は
S
無
礼
刑
U
で
凶
作
用
と
な
る

か
ら
油
断
し
ち
�
ダ
メ
だ
よ
K

大

吉
・
・
辰
%
申

五
黄
殺
・
・
北

吉

・
・
丑

暗
剣
殺
・
・
南

凶

・
・
午
%
卯
%
未
%
酉

月

破
・
・
南
西

亥月

卯
と
未
は
月
の
干
支
で
あ
る
亥
か
ら
力
を
得
る
こ
と
が
出
来
る
か
ら
持
て

る
力
を
大
い
に
発
揮
し
よ
う
K
亥
年
生
ま
れ
の
人
は
S
自
刑
U
の
作
用
が

出
て
凶
と
な
る
か
ら
注
意
し
て
ね
K
�
寅
は
吉
凶
両
面
あ
り
�

大

吉
・
・
卯
%
未

五
黄
殺
・
・
南

小

吉
・
・
寅

暗
剣
殺
・
・
北

凶

・
・
寅
%
巳
%
申
%
亥

月

破
・
・
南

☆
生
ま
れ
星
の
吉
凶
の
大
事

全
て
の
生
ま
れ
年
に
は
九
星
が
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
九
星
に
は
そ
れ
ぞ
れ
象
意
と
呼
ば
れ
る
作
用
が
あ

り
、
各
星
が
ど
の
方
位
に
在
泊
す
る
か
に
よ
っ
て
一
年

の
運
気
や
吉
凶
が
決
ま
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
泉
寺
の
御
寳
前
に
鎮
座
し
て
い
る
開
運
妙
見
大
菩

薩
は
星
を
守
護
す
る
菩
薩
で
あ
り
、
善
星
を
皆
来
し
、

悪
星
を
退
散
さ
せ
る
仏
様
で
す
。
星
廻
り
に
よ
る
厄
払

い
、
吉
凶
星
の
祈
祷
は
開
運
妙
見
大
菩
薩
奉
安
の
本
泉

寺
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

※

来
年
の
厄
払
い
は
二
月
十
日
以
降
に
受
け
付
け
ま
す

凶方位凶方位凶方位



合
掌

と
は
、
両
手
の
ひ
ら
を

胸
ま
た
は
顔
の
前
で
合

わ
せ
る
イ
ン
ド
起
源
の
礼
拝
の
仕

草
!
作
法
"
で
す
。

右
の
手
は
仏
の
象
徴
と
さ
れ
清

ら
か
な
も
の
や
知
恵
を
表
す
と
さ

れ
ま
す
。

ま
た
左
の
手
は
衆
生
、
つ
ま
り

は
自
分
自
身
を
表
し
、
不
浄
さ
を

持
っ
て
は
い
る
が
行
動
力
の
象
徴

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

合
掌

日
蓮
宗
大
本
山
清
澄
寺

旭
が
森
の
日
蓮
大
聖
人
像

こ
の
両
手
を
合
わ
せ
る
こ
と

に
よ
り
、
仏
と
衆
生
と
が
一
体

と
な
り
、
仏
へ
の
帰
依
を
示
す

姿
に
な
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

の
日
本
に
於
い
て
合

掌
は
#
仏
教
の
儀
式

の
際
に
行
わ
れ
る
行
為
$
と
の

認
識
が
強
い
で
す
。
し
か
し
実

際
に
は
お
詫
び
や
お
願
い
を
す

る
と
き
の
仕
草
と
し
て
使
わ
れ

て
い
た
り
、
食
前
食
後
の
挨
拶

に
合
掌
を
用
い
る
な
ど
、
日
々

の
生
活
の
中
に
し
っ
か
り
と
根

付
い
て
い
ま
す
。

仏
教
由
来
の
作
法
と
さ
れ
る

る
合
掌
が
%
敬
う
&
行
為
と
し

て
常
日
頃
か
ら
用
い
ら
れ
て
い

る
の
は
、
長
い
歴
史
の
中
で
培

わ
れ
た
日
本
人
と
仏
教
の
親
和

性
の
高
さ
か
ら
も
窺
い
知
る
事

が
出
来
る
で
し
ょ
う
。

心
の
す
が
た

こ
こ
ろ
の
形

現
代

日
本
人
と
合
掌



る
の
は
、
心
と
体
が
仏
そ
の
も

の
と
な
り
、
そ
の
人
が
持
つ
仏

の
種
!
仏
性
"
が
開
か
れ
た
か

ら
に
他
な
ら
な
い
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。

な
い
で
し
ょ
う
か
。

合
掌
を
し
て
い
る
人
の
姿
や

形
が
美
し
く
、
ま
た
尊
く
見
え

法
華
経
の
中
で
説
か
れ
る
合
掌
の
意
義

が
説
か
れ
た
最
上
の

経
典
で
あ
る
法
華
経

に
は
#
合
掌
以
敬
心
$
な
ど
、

随
所
に
合
掌
す
る
事
の
大
事
が

説
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
仏
を
礼
拝
し
恭
敬

尊
重
の
心
を
表
す
の
に
合
掌
が

最
も
相
応
し
い
と
さ
れ
て
い
る

何
よ
り
の
証
で
あ
り
、
本
尊
に

対
し
て
合
掌
す
れ
ば
信
心
と
な

り
、
先
祖
に
対
し
て
合
掌
す
れ

ば
報
恩
と
な
り
、
自
然
環
境
に

対
し
て
合
掌
す
れ
ば
感
謝
と
な

り
、
人
に
対
し
て
合
掌
す
れ
ば

尊
敬
と
な
り
、
自
分
に
対
し
て

合
掌
す
れ
ば
自
覚
と
な
る
の
で

す
。
こ
の
よ
う
に
森
羅
万
象
を

尊
び
、
全
て
の
命
に
感
謝
を
捧

げ
る
姿
、
そ
れ
こ
そ
が
合
掌
す

る
事
の
意
義
と
言
え
る
の
で
は

宮
沢
賢
治
は
貧
し
く
と
も
心
豊

か
な
生
活
を
送
る
と
い
う
信
念

を
持
ち
、
人
々
か
ら
ど
ん
な
批

判
を
受
け
て
も
、
そ
の
人
々
を

敬
う
人
間
礼
拝
を
続
け
ま
し

た
。
そ
れ
は
正
に
常
不
軽
菩
薩

の
行
法
#
但
行
礼
拝
$
そ
の
も

の
で
あ
っ
た
の
で
す
。

全
て
の
人
々
の
中
に
仏
の
姿

を
見
て
い
た
常
不
軽
菩
薩
や
宮

沢
賢
治
の
よ
う
に
、
人
の
中
に

あ
る
仏
の
種
!
仏
性
"
を
敬
い

合
掌
す
る
時
、
自
身
の
中
の
仏

の
種
が
開
き
、
自
ら
も
仏
と
な

る
の
で
す
。

で
あ
る
宮
沢
賢
治
は

法
華
経
に
説
か
れ
た

常
不
軽
菩
薩
に
強
い
影
響
を
受

け
て
い
ま
し
た
。

常
不
軽
菩
薩
と
は
仏
法
が
廃

れ
た
世
界
で
も
%
あ
な
た
を
敬

い
ま
す
&
と
合
掌
を
し
続
け
た

一
人
の
修
行
僧
の
こ
と
で
す
。

釈
尊

常
不
軽
菩
薩
と
合
掌
礼

〜
敬
う
心
を
未
来
へ
〜

詩
人

心静かに合掌すれば自らも
仏となるのです



鬼
形
鬼
子
母
神
立
像

像
高

四
十
三
㎝

奥
行

二
十
二
㎝

大
仏
師

二
代
目
木
村
鶴
光
作

他
一
体
あ
り

鬼
子
母
神
、
十
羅
刹
女
、
法
華
経
の

題
目
を
持
つ
も
の
を
守
護
す
べ
し
と
見
え
た
り

宗
祖
日
蓮
大
聖
人
!
経
王
殿
御
返
事
"

鬼
子
母
神
は
、
仏
教
を
守
護
す

る
天
部
の
一
尊
で
あ
る
。

五
百
人
の
子
を
持
つ
母
親
だ
っ

た
が
、
こ
れ
ら
の
子
を
育
て
る
為

に
人
間
の
子
を
捕
え
て
食
べ
て
い

た
悪
鬼
神
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
釈
尊
に
よ
っ
て
五
戒

を
守
り
、
施
食
に
よ
っ
て
飢
え
を

満
た
す
こ
と
を
教
え
ら
れ
た
事
で

仏
法
守
護
の
誓
い
を
立
て
、
子
供

と
安
産
の
守
り
神
と
な
る
。

日
本
で
も
仏
教
の
隆
盛
に
伴
っ

て
、
子
供
の
無
病
息
災
や
福
徳
を

求
め
、
鬼
子
母
神
を
本
尊
と
す
る

祈
祷
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
法
華
経
に
お
い
て
鬼
子

母
神
は
十
羅
刹
女
と
共
に
法
華
経

信
仰
者
の
擁
護
と
法
華
経
の
弘
通
を

妨
げ
る
者
を
処
罰
す
る
こ
と
を
誓
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
日
蓮
大
聖
人
は

大
曼
荼
羅
に
鬼
子
母
神
の
名
を
連
ね

て
い
る
。

日
蓮
宗
で
は
江
戸
後
期
に
な
っ
て

法
華
経
陀
羅
尼
品
に
依
拠
す
る
祈
祷

が
盛
ん
と
な
り
、
祈
祷
の
本
尊
と
し

て
鬼
面
!
鬼
形
"
の
鬼
子
母
神
像
が

多
く
造
像
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
だ

が
、
こ
れ
は
法
華
経
の
教
え
を
世
に

広
め
る
こ
と
を
妨
げ
る
者
を
威
圧
す

る
#
破
邪
調
伏
$
の
姿
を
表
現
し
て

い
る
と
さ
れ
る
。

本
泉
寺
の
御
寳
前
に
は
祈
祷
本
尊

と
し
て
総
髪
合
掌
形
の
鬼
形
鬼
子
母

神
像
が
２
体
安
置
さ
れ
て
い
る
。

〈連載〉

本泉寺⾒仏記

第２回

きぎょうきしぼじん

鬼形鬼子母神



Topics
お寺の掲示板

開⼭四百年慶讃浄財奉納者芳名
○
慶
讃
浄
財
奉
納
者
の
芳
名
と
回
数

総
口
数
を
掲
載
致
し
ま
す
。

令
和
４
年
８
月

令
和
４
年
9
月

浄
財
奉
納
者
の
芳
名
は
篤
志
記
録
簿
に
記

載
し
、
本
堂
御
寳
前
に
奉
安
の
後
、
永
く

家
運
長
久
を
ご
祈
念
致
し
ま
す
。

住職入退寺奉告式厳修
秋晴鲑鱳⼗⽉⼆⽇、當⼭御寳前鱰鱫
第⼆⼗七世退寺奉告並第⼆⼗⼋世⼊
寺奉告式鱑厳鱐鱰⾏鲔鲑鲃鱜鱤。
先代住職鱴「⻑鱉間⽀鱍鱫頂鱉鱤事
鱰感謝致鱜鲃鱞」鱭述鱾、新住職鱴
「鲃鲇鱯鱔開⼭四百年鲗迎鱍鲐本泉
寺鱳新鱜鱉歴史鲗檀信徒鱭共鱰作鱨
鱫鱉鱒鱤鱉。本泉寺鱑全鱫鱳⼈々鱳
拠鲏所鱭鱯鲐鱏寺鱰鱯鲑鲐鲍鱋努⼒
鱜鱫参鲏鲃鱞」鱭奉告鱜、参列鱳檀
信徒鱰感謝鱳意鲗述鱾鲃鱜鱤。

当⽇鱴数⼗名鲗超鱍鲐檀信徒鱳皆様鱰鱙参列
鱉鱤鱥鱒鲃鱜鱤。本堂鱴退寺鱞鲐先代住職鱽
鱳労鱉鱭、新住職鱽鱳期待鲗込鲆鱤拍⼿鱰包
鲃鲑鲃鱜鱤。

壱
口

朝
霞
市

川
端
登
様

一
回
目

計
壱
口

弐
口

足
立
区

恩
田
明
広
様

一
回
目

計
弍
口

壱
口

葛
飾
区

恩
田
富
美
枝
様

一
回
目

計
壱
口

壱
口

三
郷
市

山
後
和
義
様

一
回
目

計
壱
口

参
口

八
潮
市

恩
田
一
夫
様

一
回
目

計
参
口
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◉
今
冬
は
大
荒
行
堂
へ
入
行
致
す
都
合
に
よ
り
、
来
年

の
二
月
十
日
ま
で
寺
を
留
守
に
致
し
ま
す
。
法
事
な
ど

の
法
務
は
院
首
!
先
代
住
職
"
が
行
い
ま
す
が
、
御
祈

祷
や
開
運
鑑
定
な
ど
は
お
受
け
出
来
ま
せ
ん
。

無
事
に
帰
山
す
る
ま
で
暫
く
お
待
ち
下
さ
い
。

茶 坊 主 の
小 部 屋

⽇
蓮
⼤
聖
⼈
の
⾔
葉
か
ら
学
ぶ

蔵
"
財
$
%
&
身
"
財
(
)
!
*
%

身
"
財
$
%
心
"
財
第
一
.
%

'
崇
峻
天
皇
御
書
(

日
蓮
大
聖
人
が
篤
信
者
で
あ
る
四
条
金
吾
に
宛
て
た

お
手
紙
の
一
文
で
す
。

四
条
金
吾
は
北
条
一
門
に
仕
え
る
と
て
も
優
秀
な
武
士

で
し
た
が
、
と
て
も
短
気
で
怒
り
っ
ぽ
い
性
格
で
し
た
。

こ
れ
を
案
じ
た
日
蓮
大
聖
人
が
!
崇
峻
天
皇
"
の
故
事

を
用
い
て
、
い
か
に
正
直
で
熱
い
心
が
あ
っ
て
も
、
す
ぐ

に
怒
り
、
怒
鳴
り
散
ら
す
よ
う
で
は
、
仏
天
の
護
り
は
薄

く
な
り
、
積
み
重
ね
た
功
徳
や
向
上
し
た
人
徳
で
さ
え
も

短
気
に
よ
っ
て
一
瞬
で
崩
れ
去
っ
て
し
ま
う
の
だ
か
ら
、

た
と
え
意
に
違
う
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
言
動
を
慎
む
と
共

に
努
め
て
!
心
の
財
"
を
積
む
こ
と
が
第
一
で
あ
る
と
教

え
ら
れ
た
の
で
す
。

こ
の
お
言
葉
は
現
代
人
に
と
っ
て
も
大
事
な
日
常
生
活

の
行
動
を
指
南
し
て
く
だ
さ
る
も
の
で
す
。

十
一
月
以
降
の
年
中
行
事

○
納
甲
子
大
黒
祭

十
一
月
七
日
!
月
"

○
新
年
祝
祷
会

一
月
一
日
!
日
"

○
初
甲
子
大
黒
祭一

月
六
日
!
金
"

○
大
荒
行
堂
帰
山
奉
告
式

二
月
十
九
日
!
日
"

※

大
黒
祭
は
住
職
が
荒
行
堂
内
に
て
厳
修
致
し
ま
す

※

帰
山
奉
告
式
の
日
程
は
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

く
ら

た
か
ら

み

た
か
ら

み

た
か
ら

こ
こ
ろ
た
か
ら
だ
い
い
ち


